
























































































防止する。放射線の外への影響は約 400 万分の 1
に低減される（覆土 1m の場合）としている 1。
もともとは、2012 年 9 月 3 日に、環境省が県
と矢板市に矢板市塩田の国有林を候補地として提
示したのが始まりである。矢板市民同盟会が立
ち上がったのは同年 9 月 24 日である。環境省は
2013 年 2 月下旬に候補地の提案をいったん取り
下げ、3 月以降、選定をやり直しているが、同市
が再び候補地となる可能性は残っている 2。





















た 5。また、知事は 2013 年 11 月 12 日の定例記者
会見で、処分場候補地として県有地もあり得ると
の考えを初めて示した 6。






































5 点満点、③植生自然度（指標が 8 以下）につい
ては、豊かな自然が残っているか、10 段階で測り、























指定廃棄物の保管量に応じた 5 点から 1 点までの





































































B 地であれば 2 点を、その次が C 地であれば 1
















D 選定でも H 選定でも順位 1 位の土地の場合は
その土地が単一候補地として自動的に確定する。
次に、D 選定と H 選定による順位付けが異なっ
た場合（たとえば表中において D 選定では BAC、
H 選定では ACB となった場合）、D 選定で 1 位の
B は H 選定では 3 位、H 選定で 1 位の A は D 選
定で 2 位となっていることから、A で確定となる。
ここで表中の網掛部分の組み合わせが問題と
なる。たとえば、D 選定では CBA、H 選定では
ABC となった場合には、H 選定で D 選定 1 位の
C が 3 位、H 選定で 1 位の A も D 選定で 3 位で
あるため、確定できない。このような場合には D
選定でも H 選定でも 2 位の B が単一候補地とし
て確定される。ともに中間に位置するからとい
うよりも、D 選定でも H 選定でも結果が 1 位と 3




じる。それはたとえば、D 選定で CBA、H 選定
で BCA となったような場合である。この場合は、
D 選定で 1 位の C は H 選定で 2 位に、H 選定で


































ABC ACB BAC BCA CAB CBA
ABC A A AorB B A AorC
ACB A A A AorB AorC C
BAC AorB A B B BorC B
BCA B AorB B B C BorC
CAB A AorC BorC C C C
CBA AorC C B CorB C C
65政策における意思決定過程と文理融合研究
のとする。つまり、意思決定のストラテジーとし








ンを R という変数で表現し、R を規定する各要因
を R1, R2, …, Rm とする。また、リスクを S という





① 最 大 値、 最 小 値 に よ る 方 法 Rmax = 
MAX(R1, R2, ... , Rm)、Rmin  = MIN(R1,R2, ... , Rm)
Smax = MAX(S1,S2, ... ,Sm)、Smin  = MIN(S1,S2, ... ,Sm)
②平均による方法 RAVG  = (R1+R2+ ... +Rm) /m、
SAVG  = （S1+S2+ ... +Sn） /n
上記 4 節でのべた候補地 A, B, C について、こ
こまでの議論を数値データ的に分析すると、表 3
が得られる。ただ、リターン、リスクを規定する




さて、表 3 に示した候補地 A, B, C はそれぞれ、
図 1 のどのパターンであるか、あるいはどのパ
ターンに近いだろうか。













































SAVGR1 R2 R3 S1 S2 S3 S4
A 15 4 9 10 5 3 8 15 4 9.3 10 3 6.5
B 8 5 6 3 5 8 2 8 5 6.3 8 2 4.5















年 8 月 25 日付、1-3 頁。
2
 2013 年 8 月 27 日付下野新聞「同盟会『撤回』」。
3
 2013 年 8 月 27 日付朝日新聞「仮置き場保管案　知事、
否定的考え」、2013 年 8 月 28 日付下野新聞「市町村長
会議　不安、不満ぬぐえず」。同紙によれば、県内に保
管されている放射性セシウム濃度 8,000 ベクレル超の指
定廃棄物約 9,508㌧（3 月 31 日時点）のうち、自然に濃
度が下がる 30 年後も約 1,328㌧が 8,000 ベクレル超の基
準を超えるとの試算が明らかになった。県内には 3 月
31 日時点で、未指定の 8,000 ベクレル超の廃棄物を含め
ると約 1 万 3,937㌧保管されているため、実際には将来
の保管量も試算より増加する見通しであるという。
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数化して評価すると変更された。4 項目で各 5 点満点で
評価、合計点で順位付けする。例えば候補地と集落との






量は約 1 万 400㌧で、3 月末時点から約 900㌧増えた（2013
年 10 月 5 日付下野新聞「候補地の評価手法了承」）。
5
 2013 年 11 月 2 日付毎日新聞「『県内に処分場』18 市町」。
6
 2013 年 11 月 13 日付下野新聞「処分場　県有地に含み」。
7
 2013 年 12 月 18 日付下野新聞「年度内に候補地提示」。
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7 カ所が残っていた。7 カ所のうち 4 カ所の対象が塩谷
町だった。また、県内最多の指定廃棄物を保管するのは





町の 22 カ所で計 4,814.53㌶になると、環境省に報告した。
県有林が 10 市町の 17 カ所で計 4,795.13㌶を占める。未
利用県有地は 4 市町の 5 カ所で計 19.4㌶である。（2014
年 1 月 28 日付下野新聞「県有地 22 カ所 4814㌶」）。
なお、指定廃棄物は北関東 3 県で約 1 万 5,000㌧で、
群馬県約 1,100㌧、栃木県約 1 万 400㌧、茨城県約 3,500
㌧（2013 年末現在。環境省発表）である。たとえば那
須塩原市の処理施設「那須塩原クリーンセンター」は
1,700㌧を保管しており、1 年前に比べ 3 割ほど増えた。
通常の倉庫では足りず、臨時の保管庫を建てて対応して
いる（2014 年 3 月 5 日付日本経済新聞「処分場選定な
お難航」）。
10
 2014 年 4 月 10 日付読売新聞「処分場風評対策　5 県 50
億円」。
11
 2014 年 4 月 23 日付読売新聞「処分場伝達法　国に事前
確認」。
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This paper is to attempt a solution of the problems of the final disposal site for designated waste in Tochigi Pre-
fecture. The problem of radioactive final disposal became serious and difficult issue after the Earthquake Disaster in 
Japan. 25 city and town mayors have keeping distance from the acceptance of the final site because they think the 
designated waste will have a harmful effect on mountains and forests, water, soil, air and circumstances in which lo-
cal residents live.
First, we will grasp the process of this problem from the perspective of social science (public administration): 
governor’s coordinating ability, the Ministry of the Environment’s proposing ability and the art of persuasion etc. 
Second, we will grope for the solution from the perspective of natural science (information science): “Return Risk 
Analysis”. This paper is the first result in the research field of integration of the humanities and sciences.
（2014 年 5 月 30 日受理）
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